
第１回 精神障がい者フットボール アジア大会

【主催】 特定非営利活動法人日本ソーシャルフットボール協会　【後援（予定）】 スポーツ庁／大阪府／堺市／公益財団法人日本サッカー協会／一般社団法人大阪府サッカー協会／一般社団法人関西サッカー協会／

一般社団法人日本障がい者サッカー連盟／公益社団法人日本プロサッカーリーグ／公益財団法人日本パラスポーツ協会／公益社団法人日本精神保健福祉連盟／公益社団法人日本精神神経学会／スポーツ精神医学会／公益財団法人笹川スポーツ財団 

【協 賛】 AFC Dream Asia Foundation  【協力】 International Football Committee of Mental Health（国際メンタルヘルス・フットボール委員会）／一般社団法人大阪府サッカー協会／桐蔭横浜大学／広島国際大学
Supported by the AFC Dream Asia Foundation

「日本を代表して」 「ソーシャルフットボールを代表して」

たしかにその通りだ。でもきっと、それだけじゃない。大切な意味がある。

このピッチに立つ自分は、今日までと、今日からの、「すべての自分」の代表だ。

どうなるかわからなかった。この先もそうだ。ひとりじゃ無理だった。誰かがいてくれた。

自分を代表する、というのは、ともに戦ってくれる人たちの想いも代表することだ。

そして、自分と同じように、自分と戦っている他の誰かを、代表することだ。

念願の第１回大会。あえてこう言おうと思う。勝ちにいく、全自分を代表して。
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観ててくれ、すべての自分と戦う人。

全自分、代表。




